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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，心理統計関連科目担当教員へのインタビュー調査とRを活用した心
理統計の教材開発であった。インタビューの実施により，被面接者それぞれが行っている授業についての情報を
多面的に収集することに成功した。研究期間中に日米の心理統計関連授業担当教員24名にインタビュー調査を実
施することができた。Rを活用した心理統計の教材開発については，研究期間中に心理統計に関するテキストを
出版した他，インタビュー調査結果を整理し，そこから「Rによる心理統計の演習書」の開発に着手した。以上
が本研究の成果である。

研究成果の概要（英文）：The purposes of this research were (a) to carry out interviews with 
university teachers who teach the class of psychological statistics, (b) to develop the teaching 
materials using R for psychological statistics education. Interviewees were 24 university teachers 
who taught psychological statistics in the humanities faculties. In the interview, we mainly asked 
about the class using R, furthermore, about teachers themselves and general topics related to the 
psychological statistics education. Interview data were analyzed by KJ method and text mining.We 
found that (a) there were a variety of teaching forms and curriculum, (b) statistical literacy of 
students were also diverse, and (c) teachers tried to consider about teaching method according to 
their students. We also began to edit the workbook using R for psychological statistics.
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
本研究組織は，心理学領域における統計教

育について，科研費による実証的な研究と，
学会におけるシンポジウムの開催による研究
成果公表と啓発活動を，10年以上にわたり継
続して実施してきた。これまで心理統計教育
をテーマとした科研費を 3 度取得し（基盤研
究 (C) 課題番号： 17530478 ， 20530595 ，
23530857），この分野における研究の発展に寄
与してきた。	
課題番号：17530478 において「調査・指導

法開発・評価」を 3 つの柱とする実証的研究
を行い，心理統計教育に関する教員・学生の
意識調査，心理統計テスト項目データベース
（以下，DBと略す）の試作版の開発という成
果をあげることができた。	
	 課題番号：20530595 では，DB試作版を改良
し 800 問を超えるテスト項目を搭載する心理
統計テスト項目 DB が完成した。DB 新版の改
良点は，①項目数の増加，②コメント機能の
追加，③項目追加機能の新設であった。	
	 さらに，課題番号：23530857 では，心理統
計テスト項目 DBの運用を核にして，心理統計
教育に携わる教員のコミュニティを形成する
ことを目的として研究を遂行した。①DBの整
備・強化，②DBユーザーによる「心理統計教
育コミュニティ」の形成，③DBを活用したe-
learning教材の公開，が具体的な成果である。	
	 また，本研究組織では，2004 年以降毎年シ
ンポジウムを企画し，科学研究費補助金によ
る研究成果公表と心理統計教育の実践知の共
有を継続的に行っている。近年，オープンソ
ースの統計ソフトウェアである R に対する注
目が集まっている。心理学領域でも昨今 R が
ますます普及している（例えば，山田,2013）。
R は無料で利用でき，サンプルデータが多数
実装されていて学習目的で活用できる。これ
らは，大学等での心理統計教育を考えた時に
非常に大きなメリットとなる。本研究組織で
は，これまで R についてのテキストを執筆し
てきた（村井,2013;山田・杉澤・村井,2008）。
山田他(2008)は，Rを用いて統計学の基礎を理
解するためのテキストである。村井(2013)は，
R のごく基本的な操作を覚えることを意図し
て執筆された。こうした状況を踏まえて，本
研究では特に「Rを用いた心理統計教育」を中
心に据えて研究を行っていくこととする。	
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，これまでの研究成果（基

盤研究(C)課題番号：17530478，20530595，
23530857）を発展させ，蓄積してきた実証的
な知見及び人的リソースをベースに，心理統
計教育に関わる教員や学生に対する学術的・
教育的貢献を行うことである。具体的には，
オープンソースの統計ソフトウェアである R
に焦点を当て，授業担当教員へのインタビュ
ー調査と R を用いた教材の開発を行う。これ
らの調査結果・開発した教材を先の科研で構
築した心理統計テスト項目データベース上に

搭載する。ユーザーにこれらを活用してもら
い，フィードバック情報を収集し分析するこ
とを通して，教育実践で使える Tips やノウハ
ウの蓄積と，Rを用いた教材の改善を行う。ま
とめると，	
(1)	 R を活用した授業を実践している大学教
員へのインタビュー調査	
(2)	R を活用した心理統計の教材開発	
が本研究の目的である。なお，本邦での心理
統計教育はアメリカの影響を強く受けている
と考えられるため，心理統計教育の日米比較
を通して日本の心理統計教育の充実化に関す
る示唆を得るべく，インタビュー調査は，日
本の大学で授業を担当している教員だけでな
く，アメリカの大学で授業を担当している教
員も面接の対象者とした。	
 
３．研究の方法 
本研究では，2 つの研究目的それぞれにつ
いて，以下の方法で研究を遂行した。	
	
(1)Rを活用した授業を実践している大学教員
へのインタビュー調査	
	 インタビュー調査の方法として，以下では，
インタビューガイド，インタビュー調査の概
要，インタビュー調査の対象者，収集したデ
ータの分析方法について述べる。	
インタビューガイド：インタビュー調査を
実施するにあたり，事前に詳細なインタビュ
ーガイドを作成した。	
インタビュー調査の概要：心理統計関連科
目を担当している大学教員に，半構造化面接
を行った。インタビュー時間は 1 時間から 1
時間半程度であり，被面接者には定額の謝金
を支払っている。被面接者の許可を得た上で
インタビューを録音した。インタビュー調査
は主面接者と副面接者の二人で実施し，主面
接者がインタビューガイドに従ってインタビ
ューを行い，副面接者はインタビューの記録・
補足的な質問を行うという役割分担であった。
具体的な質問内容は，「専門，研究テーマにつ
いて」「研究でのソフトウェアの使用について
（選定理由，良し悪し等）」「心理統計の授業
について（内容，学生の様子，セールスポイン
ト等）」「授業での R の使用について（選定理
由，メリット・デメリット，工夫，学生の躓き
等）」「心理統計教育のあり方（望ましいカリ
キュラム，教育観等）」であった。また，イン
タビュー時に，被面接者が授業で用いている
資料を用意してもらった。	
インタビュー調査の対象者（被面接者）：心
理統計関連科目を担当している大学教員 24
名を対象に面接調査を実施した。	
収集したデータの分析方法：録音したイン
タビュー結果は，業者に依頼して文字起こし
を行った。逐語データについて質的な分析と，
テキストマイニングを用いた量的な分析を行
った。	
	
(2)R を活用した心理統計の教材開発	



本研究組織の R のテキスト執筆経験を活か
して，本研究の目的(1)「Rを活用した授業を
実践している大学教員へのインタビュー調査」
で収集した情報を活用し，R についての心理
統計教育の教材を開発することを計画した。
教材開発のための材料は，インタビュー調査
を通じて得た，有形無形の様々な知見であり，
それは例えば，被面接者に提供してもらった
授業資料，被面接者による新規の情報提供（本
研究のための，新たに作成した授業用教材の
提供など），インタビュー調査のフィードバッ
クから，本研究組織のメンバーに新たに生ま
れたアイデアなど，であった。	
 
４．研究成果 
(1)Rを活用した授業を実践している大学教員
へのインタビュー調査	
	
①被面接者：日米の大学で心理統計関連科目
を担当している大学教員 24 名。24 名のうち
18名は日本の大学で授業を担当している日本
人教員であり，6 名はアメリカの大学で授業
を担当している教員（うち 4名はアメリカ人，
2名は日本人）であった。男性教員 21名，女
性教員 3 名であった。日本の大学の教員は，
学部で心理統計関科目を担当している教員で
あり，アメリカの大学の教員は全員，研究者
養成を目的とした大学院で心理統計関連科目
を担当している教員であった。	
	
②インタビュー調査実施期間：2014 年 4月〜
2018 年 3月であった。	
	
③日本の大学の教員 18 名（男性教員 17 名，
女性教員 1名）を対象にした面接調査の結果：
研究課題としては「Rを用いた心理統計教育」
としているが，必ずしもすべての面接対象者
が R を使った授業を展開しているわけではな
かった。このため R を基軸にしつつも，心理
統計教育全般について論じる。表 1 に，被面
接者の属性を整理した。被面接者の属性から
分かったのは，授業での R 使用は（期待して
いたよりは）多くないこと，授業形態は「講義
と演習のミックス」が多いこと（講義のない
「Rのみの演習」という授業はなかった），心
理統計学の専門家が多く，女性教員が少ない
こと（M 氏以外は男性教員），などであった。	
語りを総合的に見ることで，理論派と実践

派の存在が示唆された。ここで「理論派」と
は，授業において，心理統計の理論の理解を
重視する立場であり，「実践派」とは，理論の
理解はともかく「まずは，とにかくソフトが
動かす」ことを目指す立場である。各被面接
者に対し主観的に「理論－実践得点」を付与
し（得点が高いほど，担当授業において理論
を重視していることになる），この「理論-実
践得点」と大学の偏差値をかけあわせた散布
図を作成した（図 1）。	
	 図 1 より，偏差値の高い，いわゆる「上位
校」ほど「理論派授業」が機能するといった，

正の相関の存在が示唆された。一概には言え
ないが，受講生の学力レベルやニーズに対応
するように，授業者は理論寄り・実践寄りと
立場を決めているのかもしれない。例えば，
「上位校」の学生は，「なぜそうなるのか」と
いった理論を知りたいというニーズを持って
おり，授業者はそのニーズに応えようとして
いる可能性もある。	

	

	
ここで，被面接者の中で，対照的なケース
である A 氏と B 氏について具体的な事例とし
て紹介する。	
	 A 氏について：「理論－実践得点」は 10点で
あった。トップレベルの国立大学で教えてい
て，授業での R 色は薄い。ソフトウェアの解
説には重きを置いていない。教科書のデータ
をダウンロードできるようにしておいて，Rで
の分析法と結果を授業で説明する。R で学生
が躓きやすいところに関しては，詳しく見て



いないが，躓きはないという。それよりもむ
しろ，理論の誤解などがあると述べていた。	
	 B 氏について：「理論－実践得点」は 1点で
あった。地方の中堅国立大学で教えていて，R
色の非常に強い授業をしている。R を教える
際の工夫，失敗談については，とにかくドロ
ップアウトさせないようにすること，全員が
単位を取得できるようにその学生のやり方に
応じて指導するということであった。統計教
育における R のメリット・デメリットについ
ては，みんなが自分のパソコンで再現できる
こと，メールでソースコードのやり取りが出
来ること，記録が残ることなどについて言及
していた。	
ここでは 2 名の被面接者の事例を紹介した

が，他の被面接者についても，それぞれ個性
的な語りが見られた。担当している授業によ
って，カリキュラムにおけるその授業の位置
づけは変わり，受講生の特徴も多様であった。
一口に「Rを用いた心理統計教育」といっても，
実際の授業のあり方は様々であり，教員各自
がそれぞれ独自で行っている優れた教育実践，
興味深い教材や例題，テスト問題などの情報
も集めることができた。また，授業を行う上
での悩みや被面接者自身が知りたい情報，被
面接者の心理統計教育観など，様々な貴重な
情報を収集することができた。	
	

④アメリカの大学教員 6 名（男性教員 4 名，
女性教員 2名）を対象にした面接調査の結果：
日本の大学教員との違いは，いずれも，大学
院での心理統計教育をメインに行っている点
であった。いずれも博士課程を持つ大学院で
あり，研究者養成を意図している点が，学部
での心理統計教育をメインに行っている日本
の被面接者とは教育の目的が異なっていた。
「心理統計」を専門とする研究者養成を意図
しているため，質量共に充実したカリキュラ
ムが組まれていることが分かった。一方で，
心理統計を専攻する大学院生の人数は必ずし
も多くなく，各大学で学生集めに苦労してい
る様子も覗えた。アメリカの大学院で心理学
（臨床心理学など）を専攻する学生の，心理
統計関連科目の重要性に対する認識は高く，
そうした学生が熱心に授業を履修しているこ
とで，授業の履修者数を一定数維持できてい
ることも分かった。	
	
⑤テキストマイニングを活用した定量的な分
析：上記，③と④では，インタビュー調査結果
を主に質的に分析した。本研究組織では，さ
らに，テキストマイニングを活用して逐語デ
ータを量的に分析することを試みている。具
体的には，機械学習の手法の 1 つである「ト
ピックモデル」を活用した。トピックモデル
では，面接対象者の質問への回答から，各対
象者がどのようなトピックについて言及して
いるかを探索的に抽出することができる。分
析の結果，いくつか抽出されたトピックから，
「理論」「使い方」というトピックに注目した。

これらのトピックを用いることで，教員が理
論と実践のどちらにどれくらい力点を置いて
教育を行っているかをある程度捉えることが
できた。このトピックモデルによる分析結果
では，質的分析で得られた「理論」と「実践」
の軸と同様の結果が再現されたことになる。	
	  
(2)R を活用した心理統計の教材開発	
本研究に関連する成果として，研究期間中
に R を用いた心理統計のテキストを複数出版
することができた。これらの全てが，本研究
の知見を直接的にまとめたものではないが，R
を活用した心理統計の教材という点では，本
研究の目的を具体化したものと言える。	
加藤・山田・川端(2014)は，心理統計全般と
いうよりは，項目反応理論に特化したテキス
トである。Rを活用することで，項目反応理論
の基礎と応用を学習できるように編集されて
いる。山田(2015)は，具体的な心理学研究を
題材として，研究で実際に行われたデータ分
析の過程を R で再現することを特徴としてい
る。山田・村井・杉澤(2015)は，心理学領域で
卒業論文・修士論文を執筆する学生を対象と
し，論文執筆に至る過程で必要なデータ分析
（Rを用いたデータ分析）に関する知識・スキ
ルを伝えることを目的としている。	
	 本研究の知見を整理・活用した新たな R の
教材については，現時点でまだ完成に至って
はいないものの，その構想と計画は進行中で
ある。具体的には，「Rに関する演習書」の出
版を企画している。これは，心理学研究を題
材にした R についてのワークブック，問題集
のような本である。本邦ではこのような「Rに
関する演習書」はまだ出版されていない。心
理学を学ぶ学生が，心理統計の授業で学んだ
知識を活用できるように，問題集的な書籍が
必要と考えられる。本研究結果のまとめとし
て，心理統計に関する授業を担当している教
員の協力の下，「R による心理統計の演習書」
を出版することを予定している。	
	 本研究では，日米の大学で心理統計関連科
目を担当する 24 名の大学教員を対象にイン
タビュー調査を遂行し，「Rを用いた心理統計
教育」についての多様な情報を収集すること
ができた。収集した多様な情報を，「Rによる
心理統計の演習書」を完成させるために用い
ると共に，今後の更なる研究のために活かし
ていきたい。	
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